
佐井胃腸科肛門科と共同研究機関で潰瘍性大腸炎に対する治療を受けられた 

患者様・ご家族の皆様へ 

 

佐井胃腸科肛門科（以下、当院）では、「潰瘍性大腸炎に対するインテグリン阻害剤の有

効性と関連因子の検討(多施設研究)」という臨床研究を行っています。本研究では、近畿大

学病院を中心とし、以下の共同機関と連携して実施されます。そのため、当院および研究代

表期間並びに共同研究機関で潰瘍性大腸炎に対する治療を受けられた患者様の診療情報を

使用させていただきますので、以下の内容を確認してください。なお、この研究は、近畿大

学医学部倫理委員会（https://www.med.kindai.ac.jp/rinri/index.html）で審査・承認を受け、各

機関の長による実施の許可を受けて行われます。 

 

①  情報の利用目的及び利用方法 

この研究では、潰瘍性大腸炎に対するインテグリン阻害剤それぞれの有効性と副作用、

免疫調節薬などの他の治療薬に対する影響、適切な投与量等について調べることを主

な目的としています。そのため、当院および研究代表期間並びに共同研究機関で潰瘍

性大腸炎に対する治療を受けられた患者様のうち、インテグリン阻害剤を 2022 年 5

月以降投与した方を対象として、診療情報のみを研究に利用します。利用する情報は、

患者様個人が特定されないようにした上で、個人情報に関しては、厳重に管理します。

なお、それらの情報を他の機関へ提供することはありません。 

今後、二次利用の可能性があります。その際は新たに研究計画書を作成し、倫理委員

会の審査を受けることになります。 

利用する情報の項目 

カルテ情報：年齢、性別、既往症、他の薬剤服用の影響 

各種検査結果：血液検査【CRP 値、Hb値、PLT 値、Alb 値、PT値、BUN値、Cr値】 

        画像診断結果【内視鏡（粘膜状態の確認）】 

 

※これらの情報は、通常診療において得られた情報（診療録に記載された情報）を利

用します。 

 

② 利用する情報の集積期間 

 インテグリン阻害剤投与症例：2022年 5月 30 日から近畿大学医学部長による研究実

施許可日まで。 

  

③ 利用を開始する予定日 

 各機関の長による研究実施許可日：2025年 3月 11日 

 



④ 情報の提供を行う機関の名称及びその長の氏名 

佐井胃腸科肛門科 院長・理事長 佐井壯謙 

 

⑤ 情報を用いる研究に係る研究責任者（多機関共同研究にあっては、研究代表者）の氏名

及び当該者が所属する研究機関の名 

 近畿大学病院 消化器内科 米田頼晃 

 

⑥ 利用する者の範囲 

   ＜研究代表機関＞ 

    米田 頼晃 近畿大学医学部消化器内科 

   ＜共同研究機関＞ 

    植田 剛 医療法人真世会 佐井胃腸科肛門科 

    錦織直人 医療法人一路会 錦織病院 

    横尾貴史 社会医療法人健生会 土庫病院 

 

⑦ 情報の管理について責任を有するものの名称 

  近畿大学医学部 

 

⑧ 研究対象者等の求めに応じて、研究対象者が識別される情報の利用を停止する旨 

この研究では、患者様・ご家族様の診療情報が利用されることに同意できず、拒否さ

れたい場合に、下記の方法により、いつでもその利用を停止することが可能です。ま

た、利用の停止を受け付けた場合でも、その後の診療において一切の不利益を受ける

ことはありません。ただし、利用開始日より 1 年が経過した時点以降にお申し出いた

だいても利用を停止することはできませんので、ご了承ください。 

 

⑨ ⑧の研究対象者等の求めを受け付ける方法 

下記までご連絡ください。なお、この研究に関するすべてのお問い合わせも下記で受け

付けます。 

 

［お問い合わせ先］ 

佐井胃腸科肛門科 植田 剛 

電話：072-937-2029 FAX：072-937-2039 

 

 

以上 


